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は じ め に
一九五五年 (昭和三十) 以後, 日本経済は ｢神武景気｣, ｢岩戸景気｣, ｢いざなぎ景気｣ と
よばれる長期で大型の景気上昇を続けた｡ そして, 一九七三年秋の石油ショックまで, 実質
で平均一〇％以上の経済成長 (国民総生産＝ＧＮＰの伸び) を記録した｡ 近現代日本の都市




わり, 都市域と都市居住者が増大することである｡ 都市化の度合いは, 社会的実態と乖離す
ることがあるとはいえ, 端的には全人口に対する ｢市｣ 居住人口の割合で表すことができる｡
高度経済成長の終了した一九七五年に都市人口率は七五％に達した。四半世紀後の二〇世紀
末と大差ない状況である｡ 一九五五年に四一％を占めた第一次産業就業者は, 七五年には一
三％に激減した｡ 農村から都市への ｢民族大移動｣ が起こったのである｡
都市化にはもう一つの側面がある｡ 商品としての財貨やサービスと社会資本への依存とい
う都市的生活様式, その他の ｢都市性｣ の進展である｡ 都市域の増大などを量的都市化とす
れば, 質的都市化とよべる｡ 質的都市化は都市域で進展し, 農山村地域にも波及する｡ 高度
経済成長期には, 量・質両面での都市化が飛躍的に進み, 日本列島は総都市化ともいえる状
況を呈した｡ そして, 日本の近代成立以来のひたすらな ｢都市化の時代｣ に一段落がつけら







1) 日本近代都市の時期区分については, 拙稿 ｢日本近代都市史研究の現状と課題｣ (拙著 『日本近代
都市の成立』 松籟社, 一九九八年所収) で触れた｡ また, 高度経済成長期の都市化について, 拙著
『都市の近代・大阪の二十世紀』 (思文閣出版 一九九九年) において, 大阪を主な対象に素描した｡
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門真市の場合
南部で大阪市鶴見区に接する｡ 面積は一二平方キロ, 淀川左岸の低湿地である｡ 一九五六年
(昭和三一) まで, 門真町, 大和田村, 四宮村, 二島村の一町三村に分かれていた区画は,
高度経済成長が始まったばかりのこの年に合併して門真町 (大門真町) となった｡ さらに,
一九六三年には市制が実施され門真市となった｡
門真は, 家電ブームによって急成長した松下電器産業の本社が所在する ｢企業城下町｣ で
あった (本社設置は一九三三年)｡ もう一つ高度経済成長期の門真を特徴づけたのは, 全国
で稀に見るほどの人口急増である｡ 一九五五年の門真の市街地は, 京阪電鉄門真・古川橋両












市への転入人口のうち, 大阪府内からのものだけで六四・五％を占めた (表２)｡ 移住者へ
の聞き取り調査のいくつかを紹介すると, 次の通りである｡
Ａさん (男性) は一九三七年に岡山県の農家に生まれ, 門真へは一九六一年の暮れに移り
住んだ｡ 高校を卒業して大阪市の薬品関係の会社に就職したのが五五年, 最初は古市町 (現
羽曳野市) の会社寮に, 次には大阪市東淀川区 (現淀川区) の十三のアパートに住んだ｡ 門
真への転居は結婚が理由である｡ 門真を選んだ動機は, 通勤に便利の上, 家賃も税金も安い
ということであった｡ Ｂさん (男性) は一九三一年の山口県生まれ, 五六年に大阪市旭区の
千林に移り, 関西電力関連の電線の工事会社に勤め結婚もした｡ 門真に転居したのは, 一九
六二年十二月である｡ 門真への転居は, 子供の誕生がきっかけとなった｡ Ｄさん (女性) は





2) 本稿の門真に関する記述は, とくに典拠を示す場合の他は 『門真市史』 第六巻 (二〇〇六年三月刊







門真町 本町 14,980 37,440 33,580
元町 16,930 27,980 20,340
小路町 14,730 38,900 33,110
月出町 9,120 21,070 18,750
御堂町 6,560 30,600 27,080


















大和田村 常称寺 17,320 19,480








































賃住宅) である3)｡ 一九七三年の調査によると, 門真市の住宅総戸数四万四〇〇〇戸のうち,
民営借家は六四・七％を占め (大阪府全体四二・〇％), 二九平方メートル以下の住宅は四
七・五％ (同二三・六％), 浴室のない住宅は六九・八％ (同四四・六％) に達した｡ 門真
は, 若く低廉な労働力の多く集まった都市であり, 大阪都市圏における代表的な ｢木賃住宅｣
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3) 前掲 『門真市史』 第二部第三章四節の佐々木和子氏執筆部分による｡ 数字原典は, 『昭和四八年住
宅統計調査報告』 および 『北部市街地住宅環境整備計画 (基礎調査編)』｡
表３ 門真市の流出・流入人口
(1965年)
地域 流出 流入 流出率 流入率
人 人 ％ ％
総数 28,764 20,307
大阪府 27,771 18,415 96.5 90.7


























転入者 (人) 12,330 7,138 1,176 1,016 4,604 19,126
率 (％) 64.5 37.3 6.1 5.3 24.1
備考：『昭和41年 門真市統計書』
地域であった｡ 一九七〇年の前後まで, 毎年の転入人口が一万人台の半ばを数えるとともに,






側の過程であり, 都市化の前提である｡ それは, 急速な都市化がなぜ可能であったか, どの
ような問題をはらむものであったかを示している｡





ＧＨＱ (連合国軍総司令部) は, 占領政策として政治改革とともに経済改革を推進した｡
財閥解体など企業の寡占体制の改革, 労働組合法の制定など労働改革, 農地改革の三本柱で
ある｡ 戦前日本の軍国主義・侵略主義の基盤を解体しようとしたのである｡ 一九四八年 (昭
和二十三) のころから東西冷戦の激化を背景に, ＧＨＱは日本の民主化・非軍事化政策を転




年齢区分 1955年 1965年 増加倍数
人 人
総数 20,858 95,209 4.6
0～4 1,985 12,613 6.4
5～9 2,265 6,107 2.7
10～14 1,967 4,695 2.4
15～19 2,014 8,743 4.3
20～24 2,198 13,946 6.3
25～29 2,020 15,558 7.7








のうち都道府県平均一町歩 (大阪府では六反) を超える地を国が強制買収し, 小作農に低価
格で売渡す, ②残った小作地の小作料を金納とし, 小作契約の文書化, 耕作権の強化を図る,









会が開催された｡ 二島村を除いて, 門真町, 大和田村, 四宮村の各農地委員会会議録が残さ
れている｡ それらによると, 第一回目は農地委員会会長の選任が主な議題であった｡ 門真町
と大和田村は一号階層委員, つまり小作農委員が会長になり, 四宮村は二号階層委員, つま
り地主委員が会長に就任した｡ 『朝日新聞』 一九四九年二月十九日付は, ｢予定の九十五％買




出来事であり, また, 激しい社会的な変動がもたらされた｡ 以下は, 農民の農地改革の経験
談である｡
Ｆさんは, 一九三一年 (昭和六) に二島村の豊かな地主の家に生まれた｡ Ｆさんは, 農地
改革から受けた衝撃について語っている｡ ｢片山内閣が, 農地解放まあするちゅうことにな
って, マッカーサーの命令でな｡ 全部取られてまいまんねんもん｡ 三〇町あったかて, 六反
だけは保留地ちゅいまんねんね, あれだけ残せんねんと｡ 他村のやつはもう不在地主ちゅう
てもう全部買収｣ ｢それから何や, 財産税ちゅうねんな, 財産税ちゅうのばぁーんと課税し
よりましてんが｣ 父親は敗戦と農地改革のショックで ｢寝たり起きたり｣ の状態となった｡
地主と小作人の関係も変わった｡ ｢(改革の前は) 小作人の女の子がな, 見習い女中やいう
てな, 三人も四人も来てましたで, ええ｣ ｢うちの親に対しては, 皆そらあ偉いもんやと思
とってもう, いつも頭下げて, はーてしとりましたけどな｡ もうそれからはあんた, もうあ
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4) 農地改革については, 以下の文献を参照した｡ 東京大学社会科学研究所編 『戦後改革六・農地改革』
(東京大学出版会 一九七四年) 暉峻衆三編 『日本の農業一五〇年』 (有斐閣 二〇〇三年) 大阪府
編 『大阪府農地改革史』 (お茶の水書房 一九八三年) 大阪府農業会議編 『大阪府農業史』 (一九八
四年)
んたとこよりもうちのんがよけえ土地持っておまっせなんちゅうて｡ 収入もあんた, うちの
収入こんなやのに, 向こうらこんな収入なってまうねんもん｣ ｢そりゃ, えらい変わってま
いましたわ｣｡
父親が働けなくなったので, 通学しながら農作業に従事した｡ ｢学校行きながら, ほんで,
何か現金収入ないかいな, 鶏など飼うて農作物の菜っ葉つくってトリにやる, 麦や皆つくっ
てトリにやる｡ ほんで, 鶏で百羽ほど飼うてたらな, 結構普通の月給取りのな, 月給の一カ
月分ぐらいおましてんがな｡ うちの屋敷広かったんでな｣｡ けれど, ｢そらぁ小作人はええよ
な, ただみたいな土地もろてな｣ との思いは残った｡
Ｇさんは, Ｆさんとは対照的に小作農家の出身である, 一九三八年生まれであるから, 農
地改革が実施されたのは十歳前後のことであった｡ Ｇさんにとって, 人生の原点が ｢農地解
放｣ であったという｡ ｢私はそうですね, 原点というのは, やっぱり, 農地解放ですね｡ あ
の時に, 地主と小作がですね, 闘った, その話を小さい時, 聞いてたんですね｡ そのあたり
のところがありましてね, 権力者に対して非常に反発する気持ちがあります｡ 今でもそれは
あるんですよ｣ ｢銘々ね, 農地解放されてる方とか, 自分の土地で, 自分のつくりたいもの
を自分でつくれるという, そういう一つの誇りがあったんでしょうね｣｡
農地改革はまた, 後々にまで農村社会に微妙なしこりを残したように見える｡ Ｇさんの次
の言葉にも, そのことが示唆されている｡ ｢やっぱり, 旧地主の方たちとあいさつはします
けど……｡ (紛争になった) 相手の方と晩年, 父親懇意にしてました｡ なんか用事あると,
相談したい事あると, 私のとこへ訪ねてきておられましたね｡ ですからね, しこりはなかっ
たと思います｡ でも, (地主には) あの頃六反かな, 六反ぐらいしか残らなかったですね｡
小作していた人が, 今, 農地の所有と管理, 皆任されてるわけですから, しかもそれにプラ
ス資産価値が加わってくるわけですからね｣｡
Ｈさんは農家出身で, 大学卒業後に農業協同組合の仕事にたずさわった｡ 一九五〇年生ま
れであるから, 農地改革について直接の見聞はない｡ しかし今でも, ｢農地改革というのは
ね, ある意味でタブーな時代｣ ｢小作の方とかそのあたりの方と, 考え方とか, さわっては
いけない部分がありまして……｣ と述べている｡
農地改革の実施に前後して, 戦時下に逼塞させられていた農民組合の活動が発展した｡ 大
阪における農民組合の再建は, 一九四五年十月に, 中河内郡三野郷村 (現東大阪市) で開か
れた ｢大阪農民組合再建発起人会｣ が出発点といわれる5)｡ 農民組合の大同団結が叫ばれな
がら, 社会党と共産党の対立などによって, 結局はいくつかの農民組合が分立することとな
った｡ しかし分立状態にあっても, 敗戦から数年間, 全国的な動きと連動しながら, 大阪に
おいても農民運動が高揚した｡
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5) 大阪社会労働運動史編集委員会編 『大阪社会労働運動史・第三巻』 (大阪社会運動協会 一九八七
年) による｡ その他, 戦後の農業については前掲の 『日本の農業一五〇年』, 『大阪府農業史』 のほか,
岸康彦 『食と農の戦後史』 (日本経済新聞社 一九九六年) を参照した｡
高揚を促した条件の一つは, 地主側の農地改革への抵抗であった｡ 農地改革の動きが現れ
ると, 地主の中には小作地の取り上げや縁故者に所有地を分散するなど, 改革逃れの挙に出
る者もいた｡ 一九四六年十一月には大阪府地主協会 (翌年三月, 大阪府農地協会に改称) が
結成され, 地主層の組織的な反改革活動も展開された｡ 二つ目の条件は, 米の強制供出問題
であった｡ ヤミ販売で ｢新円階級｣ と言われたのは上層農民で, 過剰な割り当てによって自
家の飯米に食い込む農家も少なくなかった｡ 割当量の不公平に対する不満もあった｡ 農民運





員した｡ 大和田村の村会議員を務めていた父親がある日, 打越に住む議員仲間に ｢杉山さん,
一遍呼んで話聞こや｣ と声をかけられた｡ ｢杉山さん｣ とは, 戦前以来の日本農民運動の大
立者, 杉山元治郎のことである｡ きっかけは, 供出問題につき農民の不満が高まっていたこ
とという｡ そこで, 実家に杉山を招き周辺の農民を集めた懇談会が開かれた｡ Ｂさんの言に
よると, それは一九四八年 (昭和二十三) の二月か三月らしい｡
｢供出はね, 農家であっても全部一応供出枠ですから, あと自家用還元米をもらうわけで
すよね｡ 供出に不公平が多かったんです｡ 一町の人も三反の人も同じように皆出さされたん
ですよ｡ そんなばかなことあるかいということで｡ 小作の連中は, もの言いませんしね｡ で
すからとりあえず話し聞こうということで, その二十三年ごろに話を聞いて, 農民組合はど
んなことをするもんやっていうことをですね, 話聞いて, 杉山さんとのご縁が出来たんです
よ｣｡ 初会合は, 即農民組合の結成につながった｡ 北島支部, 打越支部, 横地支部の三つが
できた｡ 横地は一二, 三人ぐらい, 打越は二四, 五人ぐらい, 北島も二四, 五人ぐらい｡ 後
に協議会をつくって全日本農民組合大阪府連合会に直属する形をとった｡ そしてＩさんも大
阪府連の常任書記に就いた｡ Ｉさん自身は府連入りを ｢二十四年 (一九四九) くらいかな？｣
と述べているが, 前掲の 『大阪社会労働運動史』 には, 一九四八年現在の役員名簿にＩさん
の名前が掲載されている｡
組合の活動は, 次のようなものであった｡ ｢当初は米の供出の問題とか, それからまあ農
地解放を取り巻く地主の嫌がらせに対するそれをね, 農地委員会に働きかけてやね｡ 知識的
には何にもないですからね, 小作側は｡ 地主が無理なこと言うても, それをはねのける力な
いわけですよ｡ だから教育活動ですよね, 権利があるんだと元々は｡ そういうことをまず本
人に自覚してもらわんとやね, 訴訟をするにしても何にしても力になりませんから｡ そうい
うことを中心に農地改革の運動をね, 完遂すると｡ 制度はできたけど前へ進まないんですよ,














ともに, 兼業農家が増加した (表５)｡ しかも ｢農業収入を主｣ とする第一種兼業より, ｢農
業収入を従｣ とする第二種兼業が増加した｡ 七五年では, 専業一二・四％, 第一種兼業二五
・四％, 第二種兼業六二・一％である｡ ｢三ちゃん農業 (じぃちゃん, ばぁちゃん, かぁち
ゃん)｣ が一般的になったのである｡
一九六一年に, 農業基本法が制定された｡ 法がめざしたのは, ｢格差是正｣ と ｢選択的拡
大｣ と ｢自立経営農家の育成｣ である｡ すなわち農業基本法は, 農業と他産業との所得や生
産性の ｢格差是正｣ をめざし, 畜産・野菜などの農産物の ｢選択的拡大｣ を図り, 市場経済
のもとで産業としての農業を担う ｢自立経営農家｣ の育成をねらったものであった｡ 農業基
















万人 千戸 ％ ％ ％
1955年 1,489 6,043 34.9 37.6 27.5
1965 1,085 5,665 21.5 36.7 41.8
1975 671 4,953 12.4 25.4 62.1
備考：『日本農業150年』 から引用。原典は ｢農業就業人口｣ は経済企画庁調査局編
『経済要覧』 (各年版), ｢農家数｣ 以下は, 農林水産省 『農林業センサス』, 『農
業調査』 による。
全国で四一％のとき, すでに一町三村を合わせた門真地域は二二％であった｡ 六五年は三％
弱, 七五年は一％弱である｡ 六五年には第二種兼業農家のみで, 専業と第一種兼業農家の合
計をはるかに上回って六三・六％に達した (表６)｡ そして六五年から七五年に至る一〇年






化について』 (柳原書店, 一九六五年) は, 実態調査をもとに門真の ｢都市化と工業化｣ を
論じたものである｡ 調査期間は一九五九年から六二年の四年間である｡ このなかに, 農地の
壊廃と脱農についての二編の論文が収められている (佐々木高明・坂本英夫 ｢近郊農業の衰































人 戸 戸 戸 戸 アール ％
1955年 6,114 1,305 463 345 497 78 33
1965 2,334 1,027 207 171 649 45 42
1975 1,315 629 11 17 601 25 49
備考：『門真市統計書』 (各年度版) から作成










いう事情もあった｡ なかには農地を宅地化し, 宅地経営に乗り出す農家もあった｡ 事例とし




営に当たるようになった｡ 貸し家は長男が管理し, 当主は耕耘機を購入し, 農業と家主業の
兼営を行なっているという｡
論文の筆者は, 急速な農地の壊廃・宅地化が見られるのは二番部落のような ｢旧門真町の
西部地区｣ であり, 東部・南部では ｢なおきわめて緩慢であり, 農地転用の進行状態に大き
な地域差がみとめられる｣ としている｡ しかしその後, ここで描かれたような状況が門真の
東部・南部にも広がっていくのである｡
３. 脱農の事情と論理
農業は, 土を相手とする厳しい労働である｡ とくに門真のように湿田地帯では, 身を粉に
する働きを要した｡ 高度経済成長にいたるまでの農業労働について, つぎのように語られて
いる｡ 夫が戦死したため幼い子供を抱え農業を担った女性 (Ｊさん) は, 腰までつかる泥田
の中で ｢男のばっち｣ をはいて ｢溝上げ｣ をして稲を植えた｡ 土用のころの作業というのに,






ました｡ ですから, 農繁期は, 毎年, 校長先生あて, 欠席届自分で書いて, クラスの先生通
じて提出してましたね｣ ｢高校卒業してから, 都市近郊ということで, 蔬菜類を主につくれ
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ばいいんじゃないか, というので, 一年中計画を立てましてね｡ 農地を休ましてあげる時間
がないほど, 次から次へとつくりましてね｡ その頃ね｡ レンコンもありましたし, 鶏たくさ
ん飼ってたんですよ｡ 養鶏, 千羽ほど飼ってました｡ 一番ピークで, 休む間なかったです｡
身体, 休める間なかったです｡ 家族で皆, だれいうとなく分業して, 毎日毎日やってました
ね｣ ｢卸売市場へ前の日に束ねた菜っ葉, 特にホウレンソウなんかは, 涼しい間に持って行
くわけですからね｡ 五時頃持って行きました｡ 帰ってきて, また, 鶏の餌やってましたね｣
｢でも, きりきり舞いやってるように見えますけど, 適当に手を抜くとこは, 手を抜いてま
した｡ 第一, 身体がもたんですからね｣｡
そのＧさんが兼業化への道に踏み切るきっかけは, 一九六二年, 結婚を約束した相手から
｢収入いくらあるのて聞かれた｣ ことという｡ ｢うーんと, 返事に困ったんですよ｣ ｢農業一
本で暮らしていけそうにないことはないんですけどね, 決まった収入というのが, 予定たた
ないもんですから｡ 歳も若かったですから, 働きに出ることを考えました｣｡ 最初は新聞広
告を見て大阪市の運送会社に数カ月ほど, 次に親戚の経営する地元の運送会社で数年間働い
た｡ 大阪市の会社の月給が ｢手取り二万五千円｣ だったことをはっきり覚えている｡
現金を必要とする事情はほかにもあった｡ 家電製品の購入である｡ ｢電化が始まったころ
には, それについていくのに, 相当頑張らないかんかった｣ ｢白黒のテレビが入った時はも
のすごくうれしかったです｡ いつごろかよう覚えとらんのですが｣ ｢最終に洗濯機買ったよ
うに思いますね, 母親のために｣ ｢結婚するころは, 父親がかなり備えしてくれました｡ 家
を新築したり, 電化製品を一通りそろえてくれましたね｣｡
農地の転用は父親の時代から始まっていた｡ 所有地は一町二反, 当初は安い農地を買い所
有地を売った｡ そして一九六六年に, 初めて所有地を宅地に転用し倉庫用地に売却した｡ 売
った先は, Ｇさん自身がそのころに勤めていた金属加工会社であった｡ 翌年に父親が亡くな
り, 兼業を続けながらの農作業は一層重くなった｡ また, ｢(会社から) 倉庫の賃貸料ももら
いましたし, 給料ももらってましたです｡ ですから, ダブルでもらってましたからね｡ 気が





ックで ｢寝たり起きたり｣ の状態となった父親は, 一九五五年に亡くなった｡ Ｆさんが農地
の売買に積極的に関わるようになったのは, それ以後のことである｡ 折りから, 地価の急上
昇が始まっていた｡ ｢安い土地があったら, 一番初めは農協で金借りて買いまんねんがな｡
それで十分採算はとれたわけでんがな｣ ｢農地として, また, ぱっと売りまんねんがな｣ ｢五
年ほどたったら, (所有地は) 一町歩ぐらいになってましたかな｣ ｢農家として食うていけん




こでね, 一万円ぐらいで (略) 三十五年 (六〇), 一万円ぐらいで土地でもん出たらな, 農
協で金借ってな, 買いまんねんがな｡ そしたら区画整理したら, ちょと減歩なるけど, 三〇
万, 四〇万ちゅうて売れまんねんがな｣｡ それから ｢売りに来よったらこうたる, 買いに来
よったら売ったる, ええ, そんなことしてたらな, こらぁ, もうあかんなと思てな｣ ｢そり
ゃ, もうこんなもん, 百姓作って, 作ってもうける何ちゅうのは, こりゃ何や大したことな





四十五年ぐらいにこうて, 五十年 (七五) にあんた, うまいこと買いに来とくれよってな｡





するやつは会社でと思て, そんでつくりましてんがな｣ ｢ええ, どうしても売れんやつは有
効利用してまんねんがな｡ 倉庫建てたり, ええ｡ それからマンションちゅいまんのか, ハイ




んだ｡ しかし都市化とともに農地を売るようになった｡ Ｋさんは, ｢第二京阪にも一反五畝｣
｢学校用地 (略) 三反ばかり｣ ｢四宮のあっこの幼稚園ね, 保育園か, (略) 一反五畝｣ ｢門真
団地に四反ほど｣ と, 主に公共用地に売却した｡ しかし, ｢(貸家や倉庫への投資は) いや,
全然嫌いです, あんなん｡｣ ｢僕らそんなん, ああいうギャンブルに近いようなん嫌い｡ 自分
の家もあんばい出来へんのに人に入ってもらうちゅうの嫌い｡ せぇへん, せぇへん｡ 倉庫も
せぇへん｡ 絶対したくない｡ そういうことやりません｣ と語る｡ とはいえ, 貸し工場が一カ
所, 貸し倉庫も七, 八軒あるという｡
市域東部の旧四宮村地域に住むＬさんは, ｢そうやねえ, 私とこがねえ, あの不動産で,
だんだんと倉庫やいろいろ建てかけたのがね, 一番最初に倉庫建てたん (昭和) 四十六年
(一九七一) かなあ｣ と話す｡ 門真団地の建設事業の開始を契機に, 市域東端の萱島駅周辺
も市街化され, ｢だっだっと, 土地の値段が上がってくる｣ 状況となった｡ ｢四十六年ちゅう
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たらどんな年かなあと思て, いろいろ見てたら, なら, 倉庫も建てたなあと｡ 何か次の倉庫
の問題ももうやってるなあとか, 土地もやな, 何か買おうとしてるなと, そのときにはもう
道路は出来て買収はかかるわとかね｡ 何かそういう, 金のもうけとか, 自分のそのもうけと
か｣ を考え出したという｡
都市的土地利用への転換は, ｢国の政策もやな, もうこの大阪ではやな, 近郊では, もう
百性するな｣ となり, 地価が上昇し固定資産税などが上がり農業所得では賄えなくなったこ




｢私はね, 相反するということは思てないわけでんな｡ というのはね, 土地がどんどん上
がってきまっしゃろ｡ 上がってきたらね, それだけのね, 所得得ようとしたらね, もう農業
ではとっても出来ないことになってくるわけやな｡ ほなその収入得よう思たらやな, その土
地を放すか, その土地をやな, 何らかの形でやな, 利用するかしなきゃしゃあない｣ ｢ほな
ら, その中でやな一番いい方法は何やねんいうことに変わってきますやろ｡ しやから, 幸い
にしてこの辺は松下の城下町であり, 三洋であり, そういうものやねん｣ ｢しやからまぁ極








分が働きにいって一カ月もらうお金の三倍, 四倍のお金が入ってくる｡ だから, もうちょっ
と楽をしたい, 近代化したいというのと, それと根底にあるのは税金です｣｡
｢農地解放｣ を ｢人生の原点｣ と語ったＧさんは, 農民が農業から撤退し土地を資産化す
ることで ｢豊か｣ になる現象を ｢第二の農地解放｣ と呼ぶ｡ ｢結局, 農家に農地を任したけ
れども, 別にさぼったわけではないんですけど, 農地から得る農産物に主眼をおかないで,
やっぱり, お金の方に見るようになったかな, そういう考え方が始まったから, 宅地並み課
税 (注：一九七一年地方税法改正による農地の税率引き上げ) という手段を講じて, 農家か
ら離れていった｡ 私, そう考えてるんです｣｡
Ｇさんは, 農地改革によって土地を獲得し ｢自分の土地で, 自分のつくりたいものを自分
でつくれるという, そういう一つの誇り｣ をもって農業に打ち込んだ｡ ところが, 外的条件
とあいまってではあるが農民の内面に, ｢農地から得る農産物｣ より ｢お金｣ を重視する心
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ょ｡ だからそれを減らされないように, あるいは減っても今度はね, あの有効な土地, 遠い
とこ行ってでも, 経営面積が確保できるような運動をやるとか｡ だから, 経営問題になると
やっぱりね, 闘いの目標非常に難しくなるんですよ｡ だから, 農民組合が停滞し出したのは,
土地の取り上げやとか, 税金とか, 単一に絞って闘うんやったらすぐ結集できるけども, 土
地の, 仲間同士の土地の配分の問題とかなってくるとね, 内輪での闘いちゅうのが出てくる
でしょ｡ やっぱり農民運動としてはやりにくいですよね｣｡
｢都市化に近いところから, そういう問題起こってきますでしょ｡ 大阪市内でいえば, 東
住吉辺り, 住吉辺り, あの辺で百姓やっとったけども, 土地続きですぐに住宅地になるよう
なところね, 工場が買いに来たり, 開発業者が買いに来たり, そういうこと｡ あるいは, そ
れまでに区画整理やるときにお互いに仲間同士の調整, こういうところからやっぱり運動が
複雑になって難しなってきたんでしょうね｣ ｢当初の農民運動は非常に純粋性ありましたけ
どね｡ 終わりごろの農民運動ちゅうのは, そろばんでいく方ですよね, 交渉そのものも｡ で
すからやっぱり経営的な問題を中心として, 白黒つけていってましたからね｡ どっちかいう
たら, 商業的な経営問題に対する闘争ちゅうのが多くなってきましたね｣ ｢(組織的な農民運
動の終焉は) やっぱり, 昭和四十年代 (一九六〇年代後半) の初めごろでしょうね｣｡
土地の私有化をめざすことで農民組合として形作られた農民の紐帯は, 土地私有化の一つ
の行き着く先ともいえる ｢土地の資産家｣ の結果, 解体したのである｡
４. 地域社会の葛藤
農村地域の急速な市街地化は, 地域社会に様々な波紋を投げかけた｡ 旧住民 (農民) と新
住民 (移住者) の ｢文化摩擦｣ もその一つである｡ 農村集落の中あるいは近辺に新住民が住
み, 地域での生活をともにするケースも少なくなかっただけに, 生活習慣や生活意識の異な
る両者の間には, 軋轢も見られたのである｡
Ｄさんの住む野里町は, 常盤町に隣接していた｡ 移住当時は ｢大字横地｣ という同じ地区
で, Ｄさんの移った翌年の一九六六年に現在の町名に区分された｡ 常盤町は ｢地の人ばっか
り｣ だったが, Ｄさんの地域とお祭りなどは一緒におこなった｡ ｢お祭りのときはね, 十月
の｡ 最初行ったころはね, 尼講さんいうて, 昔は年配の方が, 尼講さんいう人がいたはって,
もうそのときは嫌でね, もうその手伝いに行くのが嫌でね｣ ｢もう切るんでも, 『これ切っ
ていいですか』 とか, 『こんなんでいいんですか』 とかね｡ やっぱり古い人は竹輪一つ切っ
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てもね, 何センチとかいうて言いはるでしょ, 地の人は｡ おでん一つにしてもね｡ 『これち
ょっとあれやで, こう切りや』 とかね, おでんのこんにゃくでもね, ちょっと 『こうして入
れや』 とか｡ うちらよそ者ばっかりやから, 家でもただパァーとしただけで, そういう交わ
りがないから最初のころは嫌や言うて｣｡
門真団地に住んだＥさんは, 子供の通う小学校では団地の子が少数派で農業を営む地元の
子が多く, 次のような状況があったと語る｡ ｢あんたらは他所もんだからと, 子供らは言わ
れたらしい, 地の人に｡ 他の友達は嫌いや言うて皆さん, (地元の子と) 付き合いしたはら
へん｣ ｢あんたら, 他所もんで, うちら大きい家, あんたら団地に住んでる, 団地の子て言
われたと, 娘が言うんです｡ そんなんで, 引け目とらんでいい｡ 言うたんなさい,言うて｡
大分強気でいろいろ言わしてたんです｡ 言う人には言わしときなさい, いつかわかる, わか
る, 言うてね｡ 親同士は, 挨拶程度です｡ 箱みたいな所に私らおります｡ こちら大きなお家
でしょう｡ 子供もやっぱりね,気持ち的に思うんじゃないでしょうか｡ 私, 今になって思う
んですが｣｡
このような軋轢は, 時間の経過とともに解消の方向に向かったらしい｡ Ｄさんは ｢現代は
二代目さんがいてはるし, 今はもう, 嫌とかそんなんは一切ないです｣ ｢今はもう別にね,
祭りいうても私も苦にならん｡ 楽しんで朝から晩まで行ってるけど｣ と話す｡
Ｅさんも ｢今はもう, 村の地やいう感覚はなくなりましたね, いい事です｣ と語る｡ とは
いえ, ｢今, 私こうやって考えてみますと, こちらの方が随分いいところへいってる｡ こち
らのほうが, いじめられたぶんだけ強いです｡ 子供の進学から, 就職から, ぜんぜん地の人
よりも団地の方がよいと思います｣ と言う｡
地域社会の葛藤は, 新住民相互にも存在した｡ 門真団地に住むＥさんは, ｢隣は何をする
人ぞじゃないです｡ いろんなお話してました｡ 近所付き合いしてました｡ 田舎から贈り物し
てきたからあげたり, お惣菜をつくったよ, いうて, あげたり, 貰ったりしてましたんです
当時は｣ と語る｡ しかし, 付き合いは, Ｅさんの住むブロックの ｢うちの階段だけです｡ 一
〇軒ね｡ それの何人かです｣｡ 別のブロックとは ｢一切ございません｣, 二つのブロックは生
活レベルなども異なるというので ｢(反目のようなものが) あります｡ 大いにあります｡ こ
ちらは, 重役連中がおられる, 向こうは｡ 全然話しません｡ 今は知りませんが昔は｣ という
状況だった｡
門真団地では, 生活の不便さに対する住民の不満が高まり, 住民運動が起ころうとしてい
た｡ しかし ｢うちの方はあんまり不自由は感じてなかったです｡ 皆さん｡ それぞれ自分達で






あった｡ 比較的に, 落ち着いた町といえる｡ それに対し, すぐ北西の石原町はもともと一面
の田畑であった所を一挙に住宅が立ち並んだ町である｡ 町名の設定は, 六八年である｡ Ｃさ
んは語っている｡ ｢何か, 私ね, 来たときね, よう散歩行ってたんですよ｡ 石原町とかあっ
ちの方へね｡ そしたら知ってる人に言われたことあるんですよ｡ 夜, 石原町の方に行かんと
きて言われたことが……｣ ｢文化がいっぱいあって何かね｡ そない言われたことがあるんで
すよ, 知ってる人に｡ 『いやぁ, そう』 言うて｣｡








農民による土地の資産化を ｢第二の農地解放｣ と語ったＧさんは, 門真団地に近い下馬伏
に住んでいる｡ 長女が小学校に入学した一九七四年のころ, 小学校が分離されて新旧両住民
の子供の通う新しい学校ができた｡
｢新興の人達, 私は新興て言うてますけど, 向こう何て言うてるか知りませんけど, 新興
の人達とＰＴＡの寄付問題とか, 設備で, お金の問題もからんでるんですけど, 新しい学校
ですから, 環境整備, それで, 植木を植えると言うんです｡ 植木を植えるについて, 寄付と
いう問題ありますね｡ 寄付金集めてくれと｡ 連中はそうではなくて, 貰えるところからもら
ってくればいいと｣ ｢行政は, お金出すと言うとこまでいってなかったと思います｡ 行政は,
お金だすの渋ってましたから｡ その寄付金集めの考えの人 (地の人) の方が行動的なんです｡
例えば, 物運ぶとなると軽トラで運ぶ, さっと自分の車, 出してくるわけでしょ｡ だから,
そんなんも早いんですよ｡ 植えるとなるとスコップ, 自分の家にあるわけですからね, 土と
砂も出す｡ 新興の人達はそういう様なこと, 力いりますし, 時間もいるでしょ｣｡
子供の通う学校の植木を住民共同の負担によって整備しようというのは, 農業生産に根ざ
した ｢むらの原理｣ といえる｡ それに対して, 学校なり行政による整備を要求するのは ｢都
市の原理｣ である6)｡ Ｇさんの語るエピソードは, はからずも新・旧住民の生活に根ざした
価値観や文化の違いを映し出している｡ しかしＧさんは, お互いの接触が深まり相互の理解
が進むことで, 次第に新住民を受け入れられるようになったと語る｡
｢ようやくですね, 何年か, 何回かするうちに打解けてきたんです｡ お互いに｣ ｢新興の人
達はね, 私達をあたたかく迎えてくれましたよ｡ 自分の家開放して, うちの家で会議しまし
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6) 原田津 『むらの原理・都市の原理』 (農村漁村文化協会 一九九八年) による｡
ょう言うて, 農家で家開放いうたら, もうおおごとですわ, タンスはかたずけないかん, で
もね, 新興の人達は, そんなん気にしたはらへんですよ｡ 台所のところ通っても, ここ通っ
といて, ここ通っといて, ここ座ってまっさかいいうて受け入れてくれましたからね｡ こっ
ちも遠慮せんと遅くまでお邪魔しました｡ 話しました｡ その人達のことは, もう, やっぱり,
忘れられないですね｡ 皆さんりっぱな方ばっかりですわ, ほんと｣｡
Ｇさんは, 一九九二年に自宅周辺の農地の ｢生産緑地｣ 指定を受け, 今も農業を続けてい
る｡ この制度は ｢良好な都市環境の形成に資することを目的｣ (法第一条) とし, 指定を受
けると税制上の優遇措置がある反面, ｢終身営農｣ などの義務を負った｡ 農業を続けていこ
うと決心したのは, ｢土の感触というのかなぁ, 小さい時に触れた土の感触なんでしょうか
ね｣｡ それと ｢小さい時のこの辺りの環境というのが今でも頭の中｣ に残っているからと言
う｡ そして, ｢花とか草とか虫とか魚とか, これを中心にして子供達と遊びを工夫｣ したり,
農作業を一諸にしたりして, 子どもたちとその若い親の世代に ｢農｣ の文化を伝える活動を
している｡ 今では活動に参加する子どもたちの名前が, 百人以上も名簿に登載されるほどに
なった｡
Ｇさんは, ｢こんな事業を続けられるのは, やっぱり, そういう, 不動産収入があるから｣
と語る｡ 高度経済成長によって変貌した現実を受け入れつつ, 旧住民 (農民) の立場から,
新・旧両住民の新しい絆が模索され, 地域社会の再建がめざされている｡
まとめとして
高度経済成長の二〇年は, 確かに日本の社会に ｢豊かさ｣ と ｢近代化｣ をもたらせた｡ そ
れは, 人々の ｢貧しさ｣ と ｢しがらみ｣ からの脱出の願いに支えられていた｡ 門真では, 人
口の激増, 急速な都市化と農業・農村の崩壊などとして現れた｡ しかし, 地域社会の激変は
さまざまな荒涼ともいうべき現象を伴った｡ 住宅や居住環境の劣悪さは, 急速な都市化に伴
う重要な問題点である｡ ｢モノ｣ や ｢カネ｣ の豊かさに比べ, 住宅など生活基盤の貧しさは
高度経済成長の裏面とも, 前提ともいえる｡
農村の崩壊と農民の変貌, 新・旧住民の葛藤, 新住民相互の葛藤などからは, ｢モノ｣ と
｢カネ｣ の豊かさの論理が地域社会にもたらしたものを垣間見ることができる｡ 今日, 高度
経済成長期における産業としての農業の衰退は, 改めて食料の自給や環境保全の観点などか
ら問題とされている｡ もう一つ忘れてはならないのは, ｢象徴としての農業｣ ともいうべき
農業のもつ意味である｡ これまでの聞き取りからも伺えるように, 農業は家族や地域社会に
支えられ, 自然を相手とする手作りの労働によって支えられた ｢業｣ であった｡ それは,
｢貧しさ｣ と ｢しがらみ｣ を表してもいた｡ しかし農業の崩壊は, 同時に, これまで人間生








性別 生年 採話日 備考
Ａさん 男 1937年 2003年６月７日 1961年 栄町に移住
Ｂさん 男 1931年 2003年 月23日 1962年 御堂町に移住
Ｃさん 女 1927年 2003年６月16日 1963年 垣内町に移住
Ｄさん 女 1942年 2003年６月19日 1965年 野里町に移住
Ｅさん 女 1938年 2003年６月17日 1967年 千石西町に移住
Ｆさん 男 1931年 2003年６月22日 農業関係 大字三ッ島在住
Ｇさん 男 1938年 2003年６月21日 農業関係 大字下馬伏在住
Ｈさん 男 1950年 2003年６月７日 農業関係 下島町在住
Ｉさん 男 1923年 2003年７月11日 農民組合 常盤町在住
Ｊさん 女 不明 2004年４月２日 農業関係 一番町在住
Ｋさん 男 1934年 2003年６月22日 農業関係 北島町在住
Ｌさん 男 1934年 2003年６月21日 農業関係 下島町在住
